
（別紙３）

～ 年　月　日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

受け入れ可能な事業所へ案内する。また、他事業所で受け入

れが出来ない場合には必要に応じて受け入れについても検討

していく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

必要に応じて児童発達支援の受け入れを検討するとともに、

児童発達支援の支援提供を行う際には年齢に応じた構造化を

するなどの工夫をしていく

2

3

○事業所名 じゅにあサポート「かのん」

○保護者評価実施期間
年　月　日

○保護者評価有効回答数

令和7年1月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後等デイサービス利用児童で定員枠がいっぱいの状況

で、児童発達支援での児童受け入れが難しい

放課後等デイサービス利用児童で定員枠がいっぱいの状況の

ため、未就学児でご希望の方（年長）には待機していただい

ている。（１年間で利用枠確保し、就学後に入れるよう調

整）

現在、児童発達支援の利用児童はいないが、過去に受け入れ

実績もあり、遊具・充分なサーキットが出来る運動スペース

やお子さんに合わせた椅子、絵本の充実等がある

児童発達支援の利用希望があった際には他事業所への案内な

どを行っている

事業所における自己評価総括表公表


